












学年 1年 2年 3年
クラス A組 B組 合同 合同
基礎コース 25名 18名 31名 32名
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実施時期 平成 13年 12月14日
対象 高等部数学A履修者､中等部選択授業 ｢数学A｣履修者
形式 質問紙法(自由記述式 二今回のアンケー トについてはサンプル数が非常に
少ないために自由記述式として数値的な分析は行っていない｡)























































































学教育にテクノロジー活用する研究会)のCBL研究会(代表 金沢工業大学 酎 自昭彦)
の10名の協力も頂いたO具体的に実験はワークシー トに従い ｢歩いてグラフをつくって
みよう!｣,｢水の温まり方と時間の関係を考えよう!｣,｢自由落下現象と2次関数｣,
匡 司ボールを落下させて,その落ちる現象をセンサーを用いて測定している様子｡ポールは
バレーボール,スーパーボール等を使用
匡 軸巨離センサーの前を歩くと,プロジェクターで[時間一距#]グラフが表示される｡通軌
｢歩いてグラフをつくってみよう!｣の風景｡
匡:司学習グループになって採集した夷データを舌し合いながら分析する様子｡
匡 司ホットプレートに水の入ったど一カーを置き温度上昇の変化を考察するグループ｡生徒
にアドバイスをする佐伯氏｡
｢自分の声を見てみよう!｣の4種類であった｡授業はこれらの実験をグループで取り
組みながら,実データを数学的に分析し.さらにその現象に関係するTm題に挑戦すると
いうものである｡授業後の生徒の感想の中には次の様なものがあった｡
｢数学は奥が深いです｡先生に 『どうしてこうなるのかな?』と聞かれて 『え
っ?』と思いました｡(これまでは)そんなこと思ったことがなかったから凄く
戸惑いました･･こういう数学をしながら授業をすればみんな数学を進んでやる
かもしれません｡意欲はみんな十分ありますから,あと一歩の好奇心が必要だ
と思われます｣
｢あと一歩の好奇心｣とはうまく育ったものである｡これを生じる工夫こそ,私たちの
求めているのものであることに間違いない｡
(4) 今後の予定
さまざまな場面を通して,中等部生徒の知的好奇心の高さ,興味のあることへ素直に向
かえる態度の素晴らしさにはIh-HJ;等学校の経験しかないものにとっては驚きであった｡(3)の
実践へ補助として参加した東京都教員はお礼のメールで次の文章を送付してきた｡｢生徒
たちの随が最高のお土産となりました｡うちの生徒たちにもあの瞳を取り戻させてやらね
ばと心からそう思いました｡｣と言う感想である｡このメ-ルに関しては本当にうれしく,
後兜館の誇りだとも思えるものであった｡また授共著として体験できた充実感は大きいも
ので,たしかにこれまで見てきた研究授業とは全く異なっていた｡これまではあまり真剣
には考えなかった中等部生徒のこの素晴らしい財産に気づき,数学科としてこれを生かす
ことこそ至上課題であると考えるようにもなったのである｡本年度からの授業への展望で
あるがまず.中等部においては本年度同様,各学年の節目にトピック的な内容で数学に触
れ,数学の面白さに気づくことのできるような授業を展開する｡同時に､高等部教員によ
る出前授業､そしてf石等学校1年生の数学学習について.つまづき､困難点などについての
中等部教員による相談会などを実施する予定である｡また,高等部1年の4月からの ｢数
学 I｣の授業であるが,内部進学生徒に関しては中等部における実践を継続して展開した
いと考えている｡結果的に ｢数学 I｣はレギュラーな内容の新入学生のものと,テクノロ
ジーの活用を中心に考えた展開の ｢数学I｣の2系統を用意する｡
(平成4年卒 末席 聡)
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